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R8.2月号 「生活支援コーディネーター（ＳＣ）の1日」

「語らん場」では、住民のみなさんや関係機関
の方が集って、主に高齢の方が地域で自分らしく
住み続けていくために地域や住民がどのようなこ
とができるのかを話し合い、情報交換・共有して
います。
語らん場で得た情報をもとに住民のみなさんが、
自分の住む地域や自分自身で取り組んでみたこと
（良し悪し関係ない）を次の語らん場で共有し、
また次につなげていけるよう「語らん場」を活用
してもらいたいです。
私達ＳＣも住民の方と一緒に協働していきます！

病院の待合室に電光掲示板がある。
そこを活用しても良い。

地域の広報誌に活動の様子を載せたり、
活動日を記載することで周知につなげて
いる。他に何かできることはあるのか…。

ＳＣ：何か「かたち」にできないか？

語らん場の中で、住民の方や医療関係の方から出ている声
住民

語らん場で情報提供
語らん場へ

語らん場からつながった取り組み
として紹介することで、語らん場と

地域の動きの循環をみなさんで確認。
また次の動きにつなげていく。

≪語らん場≫と≪地域の動き≫
の循環

医療機関
職員

取り組もうと
したけど

「難しかった」
でもＯＫ！

何が難しかった
のか再確認。
他地域の話など
を聞くことで
ヒントになる
かもしれない！

必要があれば
ＳＣがサポート！

SCは「語らん場」で出た住民のみなさんの声を大事にしています。また、住民のみなさん
が地域づくりを考える際のヒントやきっかけづくりの場として「語らん場」を活用してもらえ

たらと考えています。今回は、SCが「語らん場」で得た住民や地域の医療機関からの声を
何か「かたち」にできないかと取り組んだ活動をご紹介します。

循環

語らん場から
語らん場内のグループ
ワークで住民の方と

医療機関職員等で意見交換。
その後、ＳＣが病院の
担当者に語らん場内での
住民の方の声を共有し、

協力依頼のため打ち合わせ。

●病院の担当者が
電光掲示板用の
「地域の集いの場」
についてのチラシを
作成し掲示。
●ＳＣが作成した
地域活動のチラシも
冊子にして手に
取って見ることが
できるよう設置。

諫早市全圏域で実施されている「語らん場」をみなさんご存知ですか？


